
特集

知っておきたい
「男性不妊」

大学病院と密接な
関係で医療連携を推進する

かかりつけ医と
獨協医科大学
埼玉医療センター
との連携
部門紹介「手術部」

先進的医療で
精度の高い、
安心な手術を

獨協医科大学埼玉医療センター　地域連携広報誌
まもるがかり

いると安心！
かかりつけ医



Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
男
性
の

み
に
原
因
が
あ
る
の
が
24
％
、
女
性
の
み
が
41
％
、
男
女
と

も
に
原
因
が
あ
る
の
が
24
％
。「
男
性
の
み
」
と
「
男
女
と
も
」

を
合
わ
せ
る
と
48
％
に
な
り
、
不
妊
の
原
因
の
半
数
が
男
性
に

も
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
生
殖
年
齢
を
25
～
39
歳
と

仮
定
す
る
と
、
そ
の
う
ち
結
婚
し
て
子
ど
も
を
望
む
男
性
の
半

数
、
52
万
人
も
の
人
々
が
男
性
不
妊
と
推
定
で
き
る
の
で
す
。

こ
れ
は
同
年
代
の
糖
尿
病
の
患
者
数
よ
り
も
多
く
、
男
性
不
妊

は
珍
し
く
も
恥
ず
か
し
く
も
な
い
こ
と
だ
と
わ
か
り
ま
す
。

不
妊
患
者
の
内
訳
は
、精
子
を
造
る
機
能
に
問
題
が
あ
る
「
造

精
機
能
障
害
」
が
98
％
以
上
。
４
分
の
３
が
原
因
不
明
で
す
が
、

原
因
が
わ
か
っ
た
中
で
も
っ
と
も
多
い
の
が
精
巣
の
静
脈
に
瘤

が
で
き
る
「
精
索
静
脈
瘤
」
で
す
。
ま
た
、
精
液
の
中
に
精
子

が
ま
っ
た
く
見
当
た
ら
な
い
「
無
精
子
症
」
は
男
性
不
妊
患
者

の
う
ち
10
～
15
％
を
占
め
て
い
ま
す
。「
無
精
子
症
」
で
あ
っ

て
も
精
子
が
造
ら
れ
て
い
て
、
ル
ー
ト
（
精
路
）
に
の
み
問
題

が
あ
る
場
合
は
治
療
に
よ
っ
て
子
ど
も
が
持
て
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が
あ
り
ま
す
が
、
検
査
の
や
り

方
に
よ
っ
て
結
果
が
変
わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
専
門

医
の
も
と
で
正
し
い
検
査
、
治
療
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

原
因
は
男
女
半
々
。

50
万
人
以
上
が
悩
む
、”
珍
し
く
な
い“
症
例

「恥ずかしいから受診したくない」という声もあり、結婚して妊活すること
になってから重い腰を上げる男性が多い。しかし、自分の精子の状態をきち
んと知っておくのも男性のたしなみ。今の時代はスマホでセルフチェックで
きるサービスもあるので、“大人の男”として、ぜひ検査をしてほしい。「はたち
の献血」のように「はたちの精液検査」をしたり、女性からのバレンタイン
プレゼントに検査キットを贈ったりする時代がやってきているのだ。

自宅で簡単にセルフチェックできるサービスも！

女
性
と
異
な
り
、「
男
性
は
い
く
つ
に
な
っ
て
も
子
ど
も
が
作

れ
る
」
と
い
う
考
え
は
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
は
間
違
い
で
、
女
性
の
卵
子
と
同
じ
く
男
性
の
精
子
の
力
も

衰
え
る
の
で
す
。
通
常
の
検
査
で
は
精
子
の
数
や
運
動
率
、
形

な
ど
し
か
調
べ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
最
新
の
「
精
子
機
能
検
査
」

で
は”
妊
娠
さ
せ
ら
れ
る
能
力“
ま
で
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
自
分
は
大
丈
夫
」
な
ど
と
思
い
込
ま
ず
に
、
し
っ
か
り
し
た

病
院
で
検
査
を
受
け
て
み
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

と
は
い
え
不
妊
治
療
は
女
性
主
導
で
、
主
に
産
婦
人
科
で
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
が
現
状
。
そ
れ
だ
け
に
男
性
は
恥

ず
か
し
く
、
な
か
な
か
受
診
し
た
が
ら
な
い
傾
向
が
あ
る
よ
う

で
す
。
し
か
し
、
私
が
起
ち
上
げ
た
当
院
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
は
、
女
性
は
も
ち
ろ
ん
、
男
性
も
き
ち
ん
と
診
ら

れ
る
不
妊
の
最
先
端
病
院
で
す
。
男
性
は
泌
尿
器
科
の
専
門
医

が
、
女
性
は
産
婦
人
科
の
専
門
医
が
、そ
れ
ぞ
れ
詳
し
い
検
査
・

治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、仕
事
を
し
な
が
ら
治
療
を
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
土
曜
や
平
日
夕
方
の
診
療
も
実
施
。
治
療
に

関
す
る
悩
み
や
不
安
を
う
か
が
う
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
外
来
も
設

け
て
い
ま
す
。大
学
病
院
な
ら
で
は
の
最
先
端
医
療
を
提
供
し
て

い
る
当
セ
ン
タ
ー
へ
、ご
夫
婦
で
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

男
性
と
女
性
が
一
緒
に
、

専
門
医
の
も
と
で
最
善
の
治
療
を

現在、なかなか妊娠しづらい傾向があると言われていますが、その原因は女性だけでなく

男性にもあるそう。男性不妊の実情や対策について、第一人者の岡田先生に伺いました。

知っておきたい

「男性不妊」

不
妊
と
は
、「
正
常
な
夫
婦
生
活
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
１
年
間
妊
娠
し
な
い
こ
と
」
を
い
い
ま

す
。
日
本
に
お
け
る
不
妊
の
正
確
な
デ
ー
タ
は
な

い
の
で
す
が
、
夫
婦
と
子
ど
も
の
数
の
統
計
で
い

う
と
、
６
組
に
１
組
の
夫
婦
は
子
ど
も
が
お
ら
ず
、

５
組
に
１
組
が
不
妊
治
療
中
で
す
。

不
妊
の
方
が
増
え
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
先

ほ
ど
申
し
上
げ
た
通
り
日
本
で
は
統
計
を
取
っ
て

い
な
い
た
め
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
約
40
年

も
不
妊
に
携
わ
っ
て
い
る
私
の
実
感
値
と
し
て
、

不
妊
治
療
を
行
っ
て
い
る
ご
夫
婦
は
確
実
に
増
え

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
不
妊
症
が
積
極

的
な
治
療
対
象
に
な
っ
た
の
は
１
９
８
０
年
代
以

降
の
こ
と
で
、
そ
れ
以
前
は
主
な
原
因
は
女
性
に

の
み
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。「
嫁
し
て
３

年
、
子
な
き
は
去
れ
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
た
わ

け
で
す
。
男
性
に
は
ど
う
し
て
も
自
分
を
正
当
化

し
た
が
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。

１
年
間
妊
娠
し
な
け
れ
ば
不
妊
。

夫
婦
５
組
に
１
組
が
治
療
中

病院長　岡田　弘

リプロダクションセンター GM（統括者）
埼玉医療センター院長・泌尿器科主任教授

1980 年 3 月、神戸大学医学部医学科卒業、1985
年 3 月神戸大学大学院医学研究科博士課程修了。三
木市立三木市民病院泌尿器科主任医長、神戸大学医
学部附属病院助教授、帝京大学医学部泌尿器科助
教授等を経て、2007 年より獨協医科大学埼玉医療
センター泌尿器科主任教授

■書籍名：男を維持する「精子力」
■出版社：ブックマン社

約 30 年、男性不妊治療の最前
線で活躍されている岡田先生。
著書『男を維持する「精子力」』
には、男性ホルモンから性の悩
み、不妊治療まで、この一冊に
つまっています。
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日頃の診療や健康管理をしてくれる

身近なお医者さん“かかりつけ医”。

体のちょっとした症状が気になるときや、

健康診断で異常な数値が出たときなどに

大変頼りになる存在です。

イザというときのかかりつけ医、あなたはいますか？

リ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に

行
っ
て
み
よ
う
！

＜当センターの特長＞
◆大学病院ならではの専門医による妊活サポートが受けられます。

◆現在日本で行われているＭＤ -ＴＥＳＥ（顕微鏡下精巣精子採取法）の 
手術数の半数近くを担っています。

◆他科との連携で妊娠・出産後もバックアップ。 
心理的なサポートもあり安心です。

初
診
の
流
れ

※検査の結果をふまえ、男性・女性部門担当医師がともに治療方針を検討し、 
今後の治療についてご提案します。詳しくは HP をご覧ください。

～男性～

① 
問
診

問
診
票
に
記
入
し
ま
す
。

② 

視
診
・
触
診

下
着
を
脱
い
で
ベ
ッ
ド
に
横
に
な
り
、

視
診
・
触
診
を
受
け
ま
す
。

④ 

ホ
ル
モ
ン
検
査

精
子
の
形
成
に
関
係
す
る
ホ
ル
モ

ン
を
血
液
検
査
で
調
べ
ま
す
。

⑤ 

精
液
検
査

採
精
室
で
精
液
を
採
精
し
ま
す
。

③ 

超
音
波
（
エ
コ
ー
）
検
査

超
音
波
を
発
す
る
器
具
を
陰
嚢
に

あ
て
、
中
の
様
子
を
観
察
し
ま
す
。

～女性～

① 

問
診

問
診
票
に
記
入
し
ま
す
。 

② 

内
診

下
着
を
脱
い
で
台
に
乗
り
、 

内
診
を
受
け
ま
す
。

④ 
子
宮
頸
部
・
腟
部
細
胞
診

子
宮
頸
が
ん
の
有
無
を
調
べ
る
検

査
を
行
い
ま
す
。

⑤ 

血
液
検
査

妊
娠
・
出
産
に
関
係
す
る
ホ
ル
モ

ン
を
検
査
し
ま
す
。

③ 

超
音
波
（
エ
コ
ー
）
検
査

モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出
し
た
画
像
に
よ
り
、

子
宮
や
卵
巣
の
状
態
を
観
察
し
ま
す
。

まずはご夫婦で気軽にご相談ください。
私たち専門医が最善の治療を提案します！

獨協医科大学 埼玉医療センター
リプロダクションセンター
http://www.dokkyomed.ac.jp/dep-k/repro/

TEL：048-965-2028
（予約受付時間：月～金曜日、午後 2 時～午後 4 時）

初診時は、必ずご予約ください。 
午後診がある曜日も、午後 4 時を過ぎますと事務では電話をお受け
できません。 
土・日曜日、祝日は、電話予約はできません。 
紹介状があれば、初診時にお持ちください。

ご夫婦そろって不妊検査を受けられた場合、
埼玉県のこうのとり健診推進事業（早期不妊検査助成事業）
より費用が助成されます。※条件を満たす方が対象。
詳しくは、埼玉県のホームページ（ウェルカムベイビープロジェクトの助
成事業）をご参照ください。
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あなたの街の
クリニックへ

受診

獨協医科大学埼玉医療センター
での専門的な検査、手術、治療

日 常 診 療

ちょっと
　お腹が痛くて・・・

重篤な患者に対して検査、手術を提供してくれる。
かかりつけ医と連携して、より良い治療方針を提案してくれる。

特長
じっくり診察してくれる。
日常の健康管理についてアドバイスをくれる。
検査・手術などが必要なとき、適切な病院を紹介してくれる。

特長

それぞれの特長  を理 解しよう

分かりました！

Ａさんを
ご紹介しますので

お願いします

紹介元  の医院へ
ご   報 告

Ａさん の
治療は・・・ なるほど、

では…

いると安心 !
かかりつけ医

かかって安心！
かかりつけ医と中核病院との連携

知ってて   安心 !　
  かかり　つけ医と
中核病院　の特長 　

中核病院
治療が難しい病気でも、高い技術を持った
専門医に診てもらえるのが中核病院です。
しかし、いきなり中核病院を訪れると、診察
まで長時間待ったり、選定療養費がかかった
りします。

あなたのことを良く知っていて、いざとい
う時に中核病院の専門医を紹介してくれま
す。日ごろから気軽に相談できる“かかり
つけ医”を持つことが安心につながります。

だから、かかりつけ医の
紹介が必要なんだ

患 者

かかりつけ医
（クリニックや医院など）

かかりつけ医と獨協医科大学埼玉医療センターが
連携して、地域医療に貢献します。

大学  病院へ
ご   紹介

獨協医科大学埼玉医療センター

地域
医療の
３つの安心
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部門紹介
手 術 部 先進的医療で精度の高い、安心な手術を

経カテーテル的大動脈弁置換術

「ＴＡＶＩ」 心臓血管外科

手術支援ロボット

「ダヴィンチＸｉ」
泌尿器科

最
新
の
設
備
と
技
術
で

地
域
の
命
を
守
る

2
0
1
7
年
末
に
完
成
し
た

新
棟
に
は
22
の
手
術
室
が
あ

り
、
埼
玉
県
の
中
核
病
院
と
し

て
、
日
々
患
者
さ
ん
の
命
と
向

き
合
っ
て
い
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
内
視
鏡
手

術
室
に
は
、
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
Xi
と

呼
ば
れ
る
最
新
鋭
の
手
術
ロ

ボ
ッ
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
内
視
鏡
カ
メ
ラ
と
7
つ
の

関
節
を
持
つ
3
本
の
ア
ー
ム
を

小
さ
い
切
開
創
か
ら
患
者
さ
ん

の
体
に
挿
入
し
、
こ
れ
ら
を
自

在
に
操
作
す
る
こ
と
で
、
精
度

が
高
く
か
つ
、
体
へ
の
負
担
が

少
な
い
手
術
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
現
在
、
前
立
腺
が
ん
、

腎
が
ん
、
子
宮
が
ん
、
胃
が
ん
、

大
腸
が
ん
に
対
し
て
ロ
ボ
ッ
ト

支
援
下
内
視
鏡
手
術
が
行
わ
れ

て
お
り
、
他
の
手
術
に
対
し
て

も
拡
大
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
は
、

手
術
台
と
X
線
撮
影
装
置
を

組
み
合
わ
せ
た
手
術
室
の
こ
と

で
、
透
視
や
造
影
を
行
い
な
が

ら
、
正
確
で
体
へ
の
負
担
も
少

な
い
手
術
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
経
カ
テ
ー
テ
ル
的
大
動
脈

弁
置
換
術
、
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ

ト
手
術
、
脳
動
脈
瘤
や
脳
腫
瘍

手
術
、
脊
椎
や
関
節
の
手
術
、

微
小
肺
が
ん
手
術
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

我
々
の
使
命
は
、
安
全
で
か

つ
先
進
的
な
医
療
の
提
供
で
あ

り
、
豊
富
な
マ
ン
パ
ワ
ー
、
知

識
、
技
術
に
裏
付
け
ら
れ
た
質

の
高
い
医
療
を
提
供
し
て
ま
い

り
ま
す
。

TAVI

「脳腫瘍摘出術中CT」脳神経外科

Hybr id

「脳血管内手術」
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Doctors’ words

▶ 次号予告　　　　　　 第 3 号　2020 年 3 月発行予定

不妊症と治療　パート2
今号に引き続き、「不妊症」をテーマにお届けします。当院ならではの高度な

検査技術や治療方法について、リプロダクションセンターGM（統括者）、

泌尿器科主任教授でもある岡田病院長にお話を伺います。

発行  獨協医科大学埼玉医療センター
〒 343-8555
埼玉県越谷市南越谷 2-1-50　

TEL： 048-965-1111（代）
　　　048-965-1147（総合医療相談部）

http://www.dokkyomed.ac.jp/hosp-k/

制作　株式会社メディア・プラン
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獨協医科大学埼玉医療センター　地域連携広報誌
まも るが かり

2 枚のイラストには、右と左で異なる箇所が 5箇所あります。
見つけて丸をつけてみてね！

答えはウラ面をチェックしてね！

テ
ー
マ

「
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」

も
う
す
ぐ
季
節
は
春
。
家
族
み
ん
な
で
お
弁
当
持
っ
て
、

ピ
ク
ニ
ッ
ク
な
ん
て
い
か
が
で
し
ょ
う
？
た
く
さ
ん
遊
ん

で
、
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、
楽
し
い
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
で
す
！

▶総合医療相談部医療連携部門のご案内

※ご紹介状をお手元にご準備の上、ご連絡をお願いします。

業務時間
（病院休診日を除く）

平　日
午前 9 時 00 分
　　～ 午後 4 時 30 分

土曜日
（第 3 週を除く）

午前 9 時 00 分
　　～ 午後 1 時 30 分

連絡先 電 　 話  048-965-1147（直通） 総合医療相談部　部長
副院長　高野 弘志

ご紹介状をお持ちの患者さんは、
初診の予約ができます。
獨協医科大学埼玉医療センターでは、
初診時の外来待ち時間を短縮するために、
ご紹介状をお持ちの患者さんより、
お電話にて予約受付を行っております。

ご案内

埼
玉
医
療
セ
ン
タ
ー
で
の
診
療
の
支
援
と

さ
ま
ざ
ま
な
ご
相
談
に
対
応
し
ま
す

察
依
頼
の
お
電
話
ま
た
は
F
A
X
を
い
た
だ

き
ま
す
と
、
地
域
連
携
枠
で
該
当
診
療
科
の
予

約
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
受
診
日
に
は
専
用

の
窓
口
で
受
付
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま

た
、
い
っ
た
ん
地
域
の
医
療
機
関
に
戻
ら
れ
た

後
、
改
め
て
紹
介
さ
れ
て
受
診
さ
れ
る
場
合
に

も
、
同
様
に
地
域
連
携
枠
で
の
予
約
を
取
っ
て

頂
く
こ
と
が
可
能
で
す
。
も
ち
ろ
ん
地
域
連
携

枠
の
予
約
が
な
く
て
も
受
診
可
能
な
診
療
科
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
待
ち
時
間
で
ご
負
担
を
か
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
当
セ

ン
タ
ー
宛
の
紹
介
状
を
ご
用
意
い
た
だ
き
ご
予

約
を
お
取
り
く
だ
さ
い
。

入
院
が
必
要
と
な
っ
た
際
に
は
、
病
歴
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ア
レ
ル
ギ
ー
情
報
、
日

常
生
活
様
式
、
現
在
の
体
力
、
常
用
さ
れ
て

い
る
薬
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
食
べ
物
な
ど
の

嗜
好
、
ご
家
族
や
ご
家
庭
の
環
境
、
か
か
り

つ
け
医
の
情
報
、
介
護
保
険
の
有
無
な
ど
、

数
多
く
の
情
報
を
診
療
の
た
め
に
セ
ン
タ
ー

内
で
共
有
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
従
来
は

こ
れ
ら
の
情
報
は
、
入
院
し
た
後
に
収
集
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
入
院
前
に
把
握
し

2
．
入
院
の
前
に

て
、
解
決
が
必
要
な
問
題
が
あ
れ
ば
早
期
に

着
手
し
て
お
く
こ
と
に
よ
り
、
入
院
後
の
治

療
を
早
期
に
円
滑
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
出

来
ま
す
。
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
入
退
院
支
援

部
門
（
入
退
院
支
援
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
こ

の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
入

院
患
者
さ
ん
全
員
に
は
行
え
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
徐
々
に
対
象
診
療
科
を
増
や
し
て

い
く
予
定
で
す
。

退
院
後
に
介
護
が
必
要
に
な
る
場
合
、
あ

る
い
は
他
院
で
の
治
療
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
た
め
転
院
が
必
要
に
な
る

場
合
な
ど
に
お
手
伝
い
す
る
の
が
、
看
護
支

援
部
門
と
医
療
福
祉
相
談
部
門
で
す
。
メ

デ
ィ
カ
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
中
心

と
な
り
、
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や

医
療
機
関
と
連
携
を
取
り
、
退
院
・
転
院

の
調
整
を
行
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ま
た
当

セ
ン
タ
ー
で
は
、
訪
問
診
療
、
訪
問
看
護

も
行
っ
て
お
り
、
看
護
支
援
部
門
と
在
宅

医
療
部
が
連
携
し
、
退
院
調
整
や
居
宅
療

養
支
援
な
ど
必
要
な
支
援
を
行
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

3
．
退
院
、転
院
に
向
け
て
の
支
援

当
セ
ン
タ
ー
で
の
診
療
を
受
け
て
い
た
だ
く

に
あ
た
り
、
患
者
さ
ん
あ
る
い
は
ご
家
族
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
ご
質
問
や
ご
意
見
が
あ
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
。
診
療
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

担
当
医
師
に
ご
相
談
頂
け
れ
ば
結
構
で
す
が
、

入
院
の
費
用
や
入
院
生
活
で
の
不
安
な
点
、

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
に
関
す
る
こ
と
、
介

護
保
険
や
在
宅
医
療
、
在
宅
看
護
な
ど
に
つ

い
て
の
ご
質
問
や
ご
相
談
、
ま
た
当
セ
ン
タ
ー

の
施
設
や
診
療
内
容
あ
る
い
は
職
員
へ
の
ご

意
見
や
ご
不
満
に
つ
き
ま
し
て
も
、
総
合
医

療
相
談
部
の
患
者
さ
ん
相
談
窓
口
に
て
お
受

け
い
た
し
ま
す
。
ご
相
談
の
内
容
に
応
じ
て
、

各
関
係
部
署
と
連
携
し
支
援
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
お
電
話
で
も
、
院
内
15
箇
所

に
設
置
し
て
お
り
ま
す
投
書
箱
を
ご
利
用
頂

き
ま
し
て
も
結
構
で
す
。
特
に
が
ん
に
関
わ

る
質
問
や
相
談
に
つ
き
ま
し
て
は
、
が
ん
相

談
支
援
部
門
の
職
員
が
対
応
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
、
総
合
医
療
相
談
部
で
は
、
地
域
医

療
の
発
展
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

4
．
様
々
な
ご
質
問
、
ご
相
談
や

ご
意
見
を
い
た
だ
く
窓
口
と
し
て

獨
協
医
科
大
学
埼
玉
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、

毎
日
1
7
0
0
名
以
上
の
患
者
さ
ん
が
外

来
を
受
診
し
、
ま
た
毎
月
2
0
0
0
名
以

上
の
方
が
入
院
さ
れ
る
埼
玉
県
で
最
大
規
模

の
急
性
期
病
院
で
す
。
診
療
科
や
検
査
部
門

も
多
く
、
受
診
あ
る
い
は
入
院
さ
れ
る
に
あ

た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
疑
問
や
お
困
り
の
こ
と

が
出
て
く
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
総
合
医
療

相
談
部
は
、
患
者
さ
ん
が
当
セ
ン
タ
ー
で
の

円
滑
な
診
療
を
受
け
て
頂
け
る
よ
う
に
支
援

さ
せ
て
い
た
だ
く
部
門
で
す
。
患
者
さ
ん
の

必
要
に
応
じ
て
、
以
下
の
よ
う
な
い
ろ
い
ろ

な
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

患
者
さ
ん
は
、
ま
ず
地
域
の
医
療
機
関
を
受

診
さ
れ
、
専
門
的
な
診
療
が
必
要
と
判
断
さ
れ

て
当
セ
ン
タ
ー
を
受
診
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的

だ
と
思
い
ま
す
。
総
合
医
療
相
談
部
の
医
療
連

携
部
門
で
は
、
多
く
の
医
療
機
関
と
密
接
な
連

携
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
医
療
機
関
か
ら
診

1
．
当
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
て

受
診
さ
れ
る
際
に

総
合
医
療
相
談
部
の
ご
紹
介
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獨
協

医
科
大

学
埼
玉

医
療
セ
ン
タ
ー

　
総

合
医

療
相

談
部

大学病院と密接な
関係で医療連携を推進する

かかりつけ医と
獨協医科大学
埼玉医療センター
との連携
部門紹介「手術部」

先進的医療で
精度の高い、
安心な手術を

獨協医科大学埼玉医療センター
〒343-8555 埼玉県越谷市南越谷 2-1-50  TEL：048-965-1111（代）

至新松戸

南越谷駅
新越谷駅

至南浦和

旧国道4号線
（県道足立越谷線）

JR武蔵野線

至春日部

至北千住

獨協医科大学
埼玉医療センター東

武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン

東武スカイツリーライン　新越谷駅下車徒歩３分

ＪＲ武蔵野線　南越谷駅下車徒歩３分

アクセス
常に研鑽し患者さまの信頼にこたえる

理念

■ 開 設 年 月 昭和 59 年 6 月

■ 許 可 病 床 数 923 床

■ 診 療 科 名 糖尿病内分泌・血液内科、呼吸器・アレルギー内科、
消化器内科、循環器内科、腎臓内科、神経内科、
小児科、放射線科、総合診療科、外科、乳腺科、
整形外科、心臓血管外科・呼吸器外科、小児外科、
産科婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、脳神経外科、泌尿器科、 
形成外科、救急医療科、麻酔科、集中治療科、 
こころの診療科、皮膚科、リハビリテーション科

■ 診療受付時問 午前 8:30 〜午前 10:30

■ 休 診 日 日曜、祝日、第 3 土曜日、開学記念日（4 月 23 日）、
年末年始（12 月 29 日〜1月 3 日）

■ 面 会 時 間 全日（12：00 〜 20：30）

病院概要

11ページの「　　　　　　　　　」の答え

“笑顔”がつなぐ患者さんとの
ふれあいの時間を
大切にしています

みなさんは、いくつ分かりましたか？

雲のかたちは見落としやすかったかな。

次回もお楽しみに！




